
１ はじめに
　我々は高校生物の教科書の様々な場面で紹介されている

「プラナリア」に興味を持ち、研究をすることにした(赤坂･舘

野, 2022)。「プラナリア」は切っても失った体を再生すること

で有名だ。しかし他にも、有性生殖と無性生殖の使い分けを

することや「目」の色素細胞についてなど様々な特色がある

(小林,2013・伊丹,2020)。
プラナリアの消化器官の構造や

神経系などはすでに研究されて

いる(2020)。しかしながら摂食した

食物の移動経路や食物が移動するス

ピードは明らかではない。そこで、

本研究では摂食した食物が移動する

経路とそのスピードについて調査す

ることにした。

２ 実験方法
〈実験１〉摂食後の体内の観察

（１）食用色素で染色したレバーをプラナリアに与える｡

（２）顕微鏡や双眼実体顕微鏡を用いて染色される経路　　　を

観察する｡

〈実験２〉摂食時間の測定

（１）プラナリアの体長を測定する｡

（２）食用色素で染色したレバーをプラナリアに与える　　（図

2）。
（３）咽頭を伸ばしてからしまうまでの時間を記録する｡

（４）記録したデータから傾向を見つける｡

３ 実験結果
〈実験Ⅰ〉　摂食物の体内の移動経路

　プラナリアの咽頭は体の中央にあり、目の下まで広がった

あと、尾部まで広がった。

〈実験Ⅱ〉　プラナリアの摂食時間

　誤差が多く試行回数が少なかったため相関関係は、出せ

なかった。また、大きさにごとに測定を行ったが、中位である

体長0.6cmのプラナリアの結果のみ多く集まった。

４ 考察及び今後の課題
　プラナリアが摂食したものは咽頭から大きい一本の管を通

り､そこから細い管を通って全身に行き渡る｡主となる腸管が

上に向かって伸びていてそこから左右にいくつも枝分かれし

ていると考えられる。顕微鏡での観察が難しく､細かい順番

や頭部と尾部のどちらが先に染まりきったかを正確に確認

することはできなかった｡双眼実体顕微鏡やタイムラプス機

能を利用して正確なデータが出せる環境を作りたい。

　今後は、摂食時間の試行回数を増やすとともに摂食物の

体内の移動速度を測定していきたい。また、摂食の仕方を

観察するために咽頭を切り取って餌を与えたい。
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仮説 結論

咽頭から摂食した食べ物はプラナリア内部の腸管の構
造から一度頭部へ移動し、その後尾部へ広がる。

図2　食用色素の青色で染色した
　  　レバー

図1　プラナリアを採集している様子

プラナリアの咽頭から頭部へ移動し、尾部へ広がる

図3　染色されたプラナリア
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